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	論文




［3～4行目］            題名は22級(15ポ)で行の中央に*
［5行目］             （第3報，副題は18級(12ポ)で行の中央に）
［1行空ける］（題名，副題が２行以上にわたる場合は１行当たり120mm以内とし，行の中央に）

［英文題名は18級(12ポ)］   Design of Nonlinear Self-excited System
(3rd Report, Theory)
［1行空ける］

［著者名は右詰めで16級(11ポ)］        　　                 設計太郎*1，製図花子*2，工学次郎*3
［英文著者名は和文名の下に括弧付きで］                  (Taro Sekkei) (Hanako Seizu) (Jiro Kougaku)
［2行空ける］

In a previous paper, the authors proposed some techniques for the design of nonlinear self-excited systems. In this paper, the applicability of the 

    ･･･････････････････････････････････････････････(左右均等揃え・ジャスティフィケーション)
　　英文概要は，左右のマージンを25mmとする．最初の行は，さらに3スペース分あける．途中改
行しない．文字の大きさは14級(10ポ)とし，できればプロポーショナルフォントがよい．

行間は，15ポイント程度とする．150英単語程度でまとめる．

英文概要の和訳は別のA4用紙に記入する．
 　 Key Words : self-excited system, nonlinear system,･･････････････････vibration, simulation
キーワードは，英文概要の次の行に，すべて小文字で書く．

［2行空ける］

1．はじめに［16級(11ポ)］
［1/2行空ける］
　A4白紙縦置きで，上下のマージンは20mm，左右のマージンは18mm，縦2段組，左右の段間は10mm，1段50行，1行23文字の設定とする．本文の文字書体は明朝，大きさは14級(10ポ)とする．これらの条件を割付書式設定の基本とする．

　章番号および章名は，ゴシック体で行の中央に書く．第2章以降は，章番号および章名の前後と本文の間は1/2行空ける．ただし，章や節が原稿用紙の最上段（最下段が章名や節名にならないよう）になった場合は，前の文章と1/2行空けないで，第１行目に書く．

［1行空ける］

1.1 節名が2行以上にわたる場合の書き方は

この例による［16級(11ポ)］
　前の文章と1行空け，行の左端より1コマ空けて節番号を書き，1コマ空けて節名をゴシック体で書く．本文は次の行から1コマ空けて書き始める．

　新しい段落は，このように1コマ空けてから書く．文章の区切りには，読点としてカンマを，句点とし

てピリオドを用いる（括弧を付して補足説明する場合は，この例のように本文の句読点の前に括弧を挿入し，括弧内の文章の最後には句読点を付けない）．

　句読点は，1コマ分を使用するが，行の最後の場合に限り，追い込んでもよい．あるいは，若干はみでてもよい．数字，英字や記号などは，1コマに2字記入してもよい．

　文献番号は，1),2)または3)～8)のように上付文字で書く．

　1.1.1　項名が2行以上にわたる場合の書き方はこ

の例による

　前の文章との間には空行を設けないで，行の左端より1コマ空けて項番号を書き，1コマ空けて項名を書く．本文は次の行から1コマ空けてから書き始める．項以下の区分は，(a)，(b)あるいは(1)，(2)さらに細かい区分は①，②などとする．その書き方は，項の場合に準じる．

［1/2行空ける］

2．図表の書き方

［1/2行空ける］
　本文と図表の間は，1行以上空ける．また，次ページの見本のように，図番・図名は図の真下中央に配置し，表名・表番は表の真上中央に配置する．　図名，表名は，英語あるいは日本語で記述する．また，図番および表番はそれぞれ，Fig.1あるいは図１，Table 1あるいは表１のように通し番号としてゴシック体あるいは強調文字で書く．本文で引用するときは，図1，図2，・・・，表1，表2，・・・とする（ゴシック体）．また，図表はできるだけ下側および右段に寄せて配置するとよい．図表中の語句（キャプション）はすべて12級(８ポ)以上とする．

　図表中の文字の大きさに注意のこと．ディジタル画像データは，600DPI以上のこと．

3．式の書き方

　式は，左端より3コマ以上空けて書き，式番号は括弧を付して右端に書く．例えば，
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のようである．ただし，
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ここで，a：変動荷重(kN)．

　このように，数式の書体については，量記号はイタリック体で，数学記号・単位記号(SI単位系)はローマン体で書く．分数を書くときは，式(2)のような表記法を用いる．ただし，本文中に記述するときは，b＝d(e＋f)/(g＋h)とする．

　イタリック体が使用できない場合は，必要な箇所に手書きでイタとする（その他詳細は執筆要項参照）．この場合は，印刷所版下作成方式となる．

4．両段にまたがる図表・式の場合

　本文，図，表，式，脚注，文献などは，原則として１段（片側）に書き，2段（左右両段）にまたがって書かない．ただし，図，表または式が1段に収まらない場合は，2段にまたがって書いてもよいが，この場合は見本の表2のように当該ページの最下段

［１行以上空ける］

        Table 1  Example of experimental
parameters
 表名が２行以上にわたる場合は，この例による.

	表題および表中の語句は，英語あるいは日本語のどちらかに統一する．（英語を推奨する．）

文字の大きさは，表題は14級(10ポ)，表中の語句は12級(８ポ)以上とする．



［１行以上空ける］


あるいは最上段に配置し，本文が図表等によって中断されないように書く．

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・（途中省略）・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

７．おわりに

　以上に述べたように，原稿執筆において注意すべき事は，読者が読みやすいように配慮することである．最終ページの左右の段の上からの長さは，ほぼ同一となるように，割付けをすること．

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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［必要ならば12級(8ポ)で，行間を詰めてもよい］

［１行以上空ける］
	図題および図中の語句は，英語あるいは日本語のどちらかに統一する（英語を推奨する）．文字の大きさは，図題は14級(10ポ)，図中の語句は12級(８ポ)以上とする．
ディジタル画像は600DPI以上のこと．



Fig.1 Experimental apparatus and its application
    (他の文献から転載したときは図名の直下          に，文献8)から転載，等と明記すること)

［１行以上空ける］

［1行目と２行目に18級(12ポ)で記事の種別を書く．種別の上下には横罫線を入れる］





鉛筆で





*　　 原稿受付：XXXX年12月27日[脚注は12級(8ポ)]


　[日付は投稿時には空白でよいが，正原稿提出時には原稿表紙の受付日付を記入しておくこと]


日本設計工学会YYYY年度春季研究発表講演会(YYYY年5月20日)にて発表[該当の講演発表がある時はこのように表示]


45巻5号pp.525-530（XXXX年YY月ZZ日受付）を翻訳［翻訳の基になった英語記事について表示］


*1　 正会員，日本設計大学工学部(〒XXX-YYYY 新宿区百人町2-22-17)


*2　 学生員，日本設計大学大学院(同上)


*3　 非会員，製図工業㈱設計部(〒XXX-YYYY 千代田区お茶の水1-1-1)





Table 2  Response of the applied system
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